
（別紙３）

～ 令和７年10月末日

（対象者数） 29 （回答者数）
4

～ 令和8年1月26日

（対象者数） 4 （回答者数）
4

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

職員間で支援の内容を統一すること意識

・社会に出ていくための準備段階お支援を中心

として今後も検証を行っていく

・職員間で密なコミュニケーションによる柔軟

な支援体制を築いていく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・地域社会や家族会といった機会を設ける場面

を考えていく。

・職員の確保や送迎ルートの効率化など行って

いく

・スペースの構造化や環境は評価されている

・中高生の発達段階に応じ自分で選択が出来る

・支援計画の作成にあたり組織的に行っている

・保護者にはLINEを使い細やかな報告や、関係機関

との連携を行っている

・チームでの支援を心掛け組織的な支援を心がけている

・中高生の意思を尊重する声掛けや、活動内容を設定す

ることを全員が意識している

○事業所名 さぽーとnaviこどもセンター

○保護者評価実施期間
令和7年10月15日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
令和8年1月20日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和8年2月10日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・人員の不足

・送迎範囲の広さが時間的な部分で負担になっている

・地域との交流が取れていない

・送迎範囲が広く長距離の送迎に時間がとられてしま

い、業務への負担がでてしまっている。

・地域との交流と家族同士の横の繋がりを設け時間が少

ない

事業所における自己評価総括表公表


